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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 本 体 部 と 、 第 ２ 本 体 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 本 体 部 が 切 断 対 象 で あ る 骨 の 前 側 に 配 設 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 本 体 部 が 前 記 骨 の 側 部 側 に 配 設 さ れ 、
　 前 記 第 １ 本 体 部 に 第 １ ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 本 体 部 に 第 ２ ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、
  前 記 第 １ 本 体 部 が 連 結 用 突 起 部 を 有 し 、
  前 記 第 ２ 本 体 部 が 連 結 用 受 部 を 有 し 、
  前 記 連 結 用 受 部 に は 、 連 結 挿 入 孔 が 形 成 さ れ 、
  前 記 連 結 用 突 起 部 を 前 記 連 結 挿 入 孔 に 挿 脱 す る こ と で 前 記 第 １ 本 体 部 と 前 記 第 ２ 本 体 部  
を 着 脱 可 能 で あ り 、
  前 記 連 結 用 突 起 部 を 前 記 連 結 挿 入 孔 に 挿 入 し た 状 態 で 、 前 記 連 結 用 突 起 部 が 前 記 連 結 挿  
入 孔 内 で 上 下 方 向 に 移 動 せ ず 、 左 右 方 向 に 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 骨 切 り 用 ガ イ  
ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 本 体 部 の 先 端 部 に 固 定 ピ ン を 挿 通 す る ピ ン 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 切 り ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 用 突 起 部 が 前 記 第 １ 本 体 部 の 下 側 部 分 に 配 設 さ れ 、

請求項の数　3　（全17頁）



10

20

30

40

50

JP 7555121 B2 2024.9.24(2)

　 前 記 連 結 用 受 部 が 前 記 第 ２ 本 体 部 の 下 側 部 分 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ 又 は ２ に 記 載 の 骨 切 り ガ イ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 工 膝 関 節 全 置 換 術 （ T K A ： T o t a l  K n e e  A r t h r o p l a s t y ） 、 人 工 膝 関 節 単 顆  
置 換 術 （ U K A ： U n i c o m p a r t m e n t a l  K n e e  A r t h r o p l a s t y ） に 用 い る 骨 切 り 用 ガ イ ド に 関  
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 変 形 性 膝 関 節 症 や 大 腿 骨 骨 壊 死 な ど を 治 療 す る 手 術 療 法 と し て 、 異 常 が 認 め ら れ  
た 膝 関 節 を 全 て 人 工 関 節 に 置 換 す る 手 術 で あ る 人 工 膝 関 節 全 置 換 術 や 、 変 形 し た 膝 関 節 の  
一 部 の み を 取 り 除 い て 人 工 関 節 を 置 換 す る 人 工 膝 関 節 単 顆 置 換 術 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら 人 工 膝 関 節 置 換 術 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト 設 置 の 際 に は ま ず 、 大 腿 骨 及 び 脛 骨 の  
一 部 を 、 ボ ー ン ソ ー 等 の 切 除 器 具 で 切 除 し 、 そ こ に イ ン プ ラ ン ト が 設 置 さ れ る が 、 イ ン プ  
ラ ン ト の 冠 状 面 設 置 角 度 は 、 術 後 成 績 に 左 右 す る 重 要 な 要 因 で あ る 。 し た が っ て イ ン プ ラ  
ン ト の 最 終 的 な 冠 状 面 ・ 矢 状 面 ア ラ イ メ ン ト が 最 終 決 定 さ れ る 大 腿 骨 又 は 脛 骨 の 骨 切 り で  
は 、 極 め て 正 確 な 操 作 が 要 求 さ れ る 。 骨 切 り の 一 般 的 な 方 法 は 、 大 腿 骨 又 は 脛 骨 に 骨 切 ガ  
イ ド を 固 定 し 、 骨 切 ガ イ ド の ス ロ ッ ト か ら ボ ー ン ソ ー を 挿 入 し て 骨 切 り が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 大 腿 骨 の 骨 切 り ガ イ ド の 一 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 骨 切 り ガ イ ド は 、  
大 腿 骨 遠 位 端 部 の 前 部 に あ け ら れ た ド リ ル 孔 に 挿 入 さ れ た 位 置 決 め 用 ピ ン に 嵌 合 す る ピ ン  
孔 と 、 大 腿 骨 に 人 工 膝 関 節 の た め の 遠 位 設 置 面 を 形 成 す る た め に ブ レ ー ド カ ッ タ を 案 内 す  
る ガ イ ド 面 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 脛 骨 の 近 位 側 の 端 部 の 切 除 方 向 を ガ イ ド す る 切 除 ガ イ ド 部 を 備  
え る 人 工 膝 関 節 置 換 術 要 手 術 器 具 が 開 示 さ れ て い る 。 切 除 ガ イ ド 部 に は 、 切 除 器 具 の 切 除  
方 向 を ガ イ ド す る ス リ ッ ト 状 の ガ イ ド 溝 が 貫 通 形 成 さ れ て お り 、 こ の ガ イ ド 溝 に 沿 っ て 切  
除 器 具 が 差 し 込 ま れ 、 脛 骨 の 近 位 側 の 端 部 の 一 部 が 切 除 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ - ０ １ ８ ４ ３ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ６ - １ ４ ０ ４ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら こ の 種 の ガ イ ド で は 、 ス ロ ッ ト と 切 除 器 具 の 刃 と の 間 に 若 干 の 遊 び が あ り  
、 切 除 器 具 の 刃 が 薄 板 状 で あ る こ と か ら 、 骨 切 り 時 に 刃 が ブ レ た り 変 形 す る こ と で 、 予 想  
し た 骨 切 り ラ イ ン か ら 歪 ん で し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献  
２ に 記 載 さ れ た ガ イ ド で は 、 切 除 器 具 の 刃 を 一 方 向 （ 前 側 ） か ら し か 挿 入 す る こ と が で き  
ず 、 ガ イ ド か ら 離 れ た 後 側 に い く に し た が っ て 、 切 除 器 具 の 刃 の ブ レ が よ り 大 き く な り 易  
く 、 骨 切 り の 切 断 精 度 が 落 ち る と い う 問 題 が あ っ た 。 特 に 、 変 形 を 有 す る 膝 に お い て は 、  
膝 の 内 側 は 骨 硬 化 を き た し て い る こ と が 多 く 、 そ の 部 分 の 骨 切 り は 、 ガ イ ド か ら 離 れ て お  
り 、 刃 の ブ レ が 大 き く な り 、 精 度 良 く 切 断 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 脛 骨 の 前 側 か ら 外 側 に は 、 膝 蓋 骨 や 軟 部 組 織 が 存 在 す る た め 、 そ の 損 傷 を 避 け る  
必 要 が あ る が 、 切 除 器 具 の 刃 を 前 側 か ら 挿 入 し た 場 合 、 刃 を 外 側 方 向 に 向 け る こ と が で き  
な い た め 、 脛 骨 の 前 外 側 の 骨 を 切 る こ と が で き ず 、 後 に 切 り 直 し の 作 業 が 必 要 と な る と い  
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う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 以 上 の 問 題 点 を 解 決 し 、 複 数 方 向 か ら 骨 切 り 具 の 刃 を 挿 入 可 能 な 骨 切  
り 用 ガ イ ド を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 骨 切 り 用 ガ イ ド は 、 第 １ 本 体 部 と 、 第 ２ 本 体 部 と 、 を 有 し 、 前 記 第 １ 本 体  
部 が 切 断 対 象 で あ る 骨 の 前 側 に 配 設 さ れ 、 前 記 第 ２ 本 体 部 が 前 記 骨 の 側 部 側 に 配 設 さ れ 、  
前 記 第 １ 本 体 部 に 第 １ ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 本 体 部 に 第 ２ ガ イ ド 孔 が 形 成 さ れ 、  
前 記 第 １ 本 体 部 が 連 結 用 突 起 部 を 有 し 、 前 記 第 ２ 本 体 部 が 連 結 用 受 部 を 有 し 、 前 記 連 結 用  
受 部 に は 、 連 結 挿 入 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 連 結 用 突 起 部 を 前 記 連 結 挿 入 孔 に 挿 脱 す る こ と で  
前 記 第 １ 本 体 部 と 前 記 第 ２ 本 体 部 を 着 脱 可 能 で あ り 、 前 記 連 結 用 突 起 部 を 前 記 連 結 挿 入 孔  
に 挿 入 し た 状 態 で 、 前 記 連 結 用 突 起 部 が 前 記 連 結 挿 入 孔 内 で 上 下 方 向 に 移 動 せ ず 、 左 右 方  
向 に 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 骨 切 り 用 ガ イ ド は 、 前 記 第 ２ 本 体 部 の 先 端 部 に 固 定 ピ ン を 挿 通 す る  
ピ ン 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 骨 切 り 用 ガ イ ド は 、 前 記 連 結 用 突 起 部 が 前 記 第 １ 本 体 部 の 下 側 部 分  
に 配 設 さ れ 、 前 記 連 結 用 受 部 が 前 記 第 ２ 本 体 部 の 下 側 部 分 に 配 設 さ れ て い る こ と が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 骨 切 り 用 ガ イ ド に よ れ ば 、 複 数 の 方 向 か ら 骨 切 り 具 の 刃 を 挿 入 す る こ と が  
で き 、 大 腿 骨 及 び 脛 骨 を 複 数 の 方 向 か ら 骨 切 り す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 骨 切 り 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 左 足 の 大 腿 骨 の 遠 位 部 位 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 髄 内 ロ ッ ド を 大 腿 骨 に 挿 通 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 外 反 ガ イ ド を 大 腿 骨 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド を 外 反 ガ イ ド に 取 り 付 け る 過 程 を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド を 外 反 ガ イ ド に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 前 側 の 固 定 ピ ン を 挿 入 し て 骨 切 り 用 ガ イ ド を 固 定 し た 状  
態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 前 側 の 固 定 ピ ン と 側 部 側 の 固 定 ピ ン を 挿 入 し て 骨 切 り 用  
ガ イ ド を 固 定 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド を 大 腿 骨 に 固 定 後 、 髄 内 ロ ッ ド を 取 り 外  
し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド を 大 腿 骨 に 固 定 後 、 外 反 ガ イ ド を 取 り 外  
し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 １ 本 体 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 １ 本 体 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 ２ 本 体 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 ２ 本 体 部 の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 ２ 本 体 部 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 右 足 の 脛 骨 の 近 位 部 位 を 上 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 １ 本 体 部 を 脛 骨 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ  
る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 ２ 本 体 部 を 第 １ 本 体 部 に 取 り 付 け る 過 程 を 示 す 平 面  
図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 第 ２ 本 体 部 を 脛 骨 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ  
る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド を 使 用 し て 脛 骨 を 切 断 す る 過 程 を 示 す  
平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 尚 、 以 下 に  
説 明 す る 実 施 の 形 態 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 内 容 を 限 定 す る も の で は な  
い 。 ま た 、 以 下 に 説 明 さ れ る 構 成 の 全 て が 、 本 発 明 の 必 須 要 件 で あ る と は 限 ら な い 。 以 下  
、 前 側 、 後 側 、 上 側 、 下 側 、 一 側 、 他 側 と い う 場 合 は 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ 、 １ Ａ を 大 腿 骨  
２ と 脛 骨 ４ に 取 り 付 け た と き に 、 患 者 で あ る 人 間 の 前 側 、 後 側 、 上 側 、 下 側 、 膝 の 内 側 、  
膝 の 外 側 を い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 人 間 の 大 腿 骨 ２ の 遠 位 部 ２ Ａ （  
図 ６ 等 参 照 ） を 切 断 す る 際 に 使 用 す る ガ イ ド で あ り 、 第 １ 本 体 部 １ １ と 第 ２ 本 体 部 １ ２ が  
一 体 と な っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 本 体 部 １ ２ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ の 下 側 端 部 １ ５ に 連 結  
し て お り 、 第 １ 本 体 部 １ １ に 対 し て 直 角 に 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 本 体 部 １ １ は 、 前 側 端 部 １ ３ と 、 後 側 端 部 １ ４ と 、 下 側 端 部 １ ５ と 、 上 側 端 部 １ ６  
と 、 一 側 端 部 １ ７ と 、 他 側 端 部 １ ８ と 、 を 有 し て い る 。 ま た 、 第 １ 本 体 部 １ １ に は 、 ２ つ  
の ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ と 、 複 数 の ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３  
Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ と 、 ２ つ の 取 付 溝 ２ ６ 、 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ を 前 後 方 向 に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 こ  
の ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ に ボ ー ン ソ ー 等 の 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ （ 図 ５ 参 照 ） が 挿 通 さ れ る  
。 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ の 短 手 方 向 の 長 さ Ｇ １ 、 Ｇ ２ は 刃 部 ３ Ａ の 厚 さ Ｄ よ り も 僅 か に 長 く  
形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ は 、 薄 板 状 の 刃 部 ３ Ａ を 挿 通 し た 場 合 に  
僅 か に 遊 び が 生 じ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ガ イ ド 孔 １ ９ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、  
２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ よ り も 下 側 端 部 １ ５ 側 に 形 成 さ れ 、 ガ イ ド 孔 ２ ０ は 、 ピ ン 孔 ２ １  
Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ よ り も  
上 側 端 部 １ ６ 側 に 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ が 本 発 明 の 一 対 の 第 １ ガ イ ド 孔 を  
構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、  
２ ５ Ｂ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ を 前 後 方 向 に 貫 通 す る 円 形 の 貫 通 孔 で あ り 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １  
を 大 腿 骨 ２ に 固 定 す る 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る も の で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ピ ン 孔 ２  
１ Ａ と ピ ン 孔 ２ １ Ｂ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ の 長 手 方 向 に お い て 所 定 の 間 隔 Ｍ １ を 有 し て 一 対  
で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ピ ン 孔 ２ ２ Ａ と ピ ン 孔 ２ ２ Ｂ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ の 長 手 方 向 に  
お い て 所 定 の 間 隔 Ｍ ２ を 有 し て 一 対 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ピ ン 孔 ２ ３ Ａ と ピ ン 孔 ２ ３  
Ｂ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ の 長 手 方 向 に お い て 所 定 の 間 隔 Ｍ ３ を 有 し て 一 対 で 形 成 さ れ て い る  
。 ま た 、 ピ ン 孔 ２ ４ Ａ と ピ ン 孔 ２ ４ Ｂ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ の 長 手 方 向 に お い て 所 定 の 間 隔  
Ｍ ４ を 有 し て 一 対 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ピ ン 孔 ２ ５ Ａ と ピ ン 孔 ２ ５ Ｂ は 、 第 １ 本 体 部  
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１ １ の 長 手 方 向 に お い て 所 定 の 間 隔 Ｍ ５ を 有 し て 一 対 で 形 成 さ れ て い る 。 間 隔 Ｍ １ 、 Ｍ ２  
、 Ｍ ３ 、 Ｍ ４ 、 Ｍ ５ は 全 て 等 し い 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 間 隔 Ｍ １ 、 Ｍ ２ 、 Ｍ ３ 、  
Ｍ ４ 、 Ｍ ５ は 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 大 腿 骨 ２ に 確 実 に 固 定 す る こ と が で き れ ば 、 所 望 の 長  
さ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ピ ン 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ よ り も 下 側 端 部 １ ５ 側 に 位 置 し 、 ピ ン  
孔 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ よ り も 下 側 端 部 １ ５ 側 に 位 置 し 、 ピ ン 孔 ２ ４  
Ａ 、 ２ ４ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ よ り も 上 側 端 部 １ ６ 側 に 位 置 し 、 ピ ン 孔 ２ ５ Ａ 、 ２  
５ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ よ り も 上 側 端 部 １ ６ 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ピ ン 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ に 対 し て 下 側 端 部 １ ５ 側 に ２ ｍ ｍ 、 他  
側 端 部 １ ８ 側 に ４ ｍ ｍ ず れ た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン 孔 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２  
２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ に 対 し て 下 側 端 部 １ ５ 側 に ２ ｍ ｍ 、 他 側 端 部 １ ８ 側 に ４ ｍ ｍ ず れ た 位 置 に 形  
成 さ れ て い る 。 ピ ン 孔 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ に 対 し て 上 側 端 部 １ ６ 側  
に ２ ｍ ｍ 、 他 側 端 部 １ ８ 側 に ４ ｍ ｍ ず れ た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン 孔 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ  
は 、 ピ ン 孔 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ に 対 し て 上 側 端 部 １ ６ 側 に ２ ｍ ｍ 、 他 側 端 部 １ ８ 側 に ４ ｍ ｍ ず  
れ た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２  
２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ の ず れ 量 を 上 記 の よ う に ２ ｍ ｍ  
と ４ ｍ ｍ と し て い る が 、 １ ｍ ｍ と ２ ｍ ｍ や 、 ２ ｍ ｍ と ３ ｍ ｍ 等 、 所 望 の ず れ 量 と す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 取 付 溝 ２ ６ 、 ２ ７ は 、 後 述 す る 外 反 ガ イ ド ５ ２ を 取 り 付 け る 部 分 で あ り 、 有 底 の 溝 形 状  
を 有 し て い る 。 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 取 付 溝 ２ ６ 、 ２ ７ は 、 一 側 端 部 １ ７ 側 及 び 他  
側 端 部 １ ８ 側 か ら 見 た 場 合 に 、 縦 溝 部 ２ ９ 、 ３ ０ と 横 溝 部 ３ １ 、 ３ ２ を 有 す る 倒 Ｔ 字 形 状  
を 有 し 、 取 付 溝 ２ ６ は 、 下 側 端 部 １ ５ 側 と 一 側 端 部 １ ７ 側 と 他 側 端 部 １ ８ 側 が 開 口 す る よ  
う に 形 成 さ れ 、 取 付 溝 ２ ７ は 、 上 側 端 部 １ ６ 側 と 一 側 端 部 １ ７ 側 と 他 側 端 部 １ ８ 側 が 開 口  
す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド 溝 １ ９ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ  
、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ よ り も 下 側 端 部 １ ５ 側 に 位 置 し 、 取  
付 溝 ２ ６ よ り も 上 側 端 部 １ ６ 側 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 ガ イ ド 溝 ２ ０ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、  
２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ よ り も 上 側  
端 部 １ ６ 側 に 位 置 し 、 取 付 溝 ２ ７ よ り も 下 側 端 部 １ ５ 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ 本 体 部 １ ２ は 、 前 側 端 部 （ 図 示 せ ず ） と 、 後 側 端 部 ４ ２ と 、 下 側 端 部 ４ ３ と 、 上 側  
端 部 ４ ４ と 、 内 側 端 部 ４ ５ と 、 外 側 端 部 ４ ６ と 、 を 有 し て い る 。 上 側 端 部 は 、 第 １ 本 体 部  
１ １ の 後 側 端 部 １ ４ に 連 結 さ れ て お り 、 第 １ 本 体 部 １ １ の 一 側 端 部 １ ７ と 第 ２ 本 体 部 １ ２  
の 外 側 端 部 ４ ６ は 面 一 と な っ て い る 。 ま た 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ に は 、 ２ つ の ガ イ ド 孔 ４ ７ 、  
４ ８ と 、 一 対 の ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４ ９ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ は 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ を 内 外 方 向 （ 左 右  
方 向 ） に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 こ の ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ に 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ  
が 挿 通 さ れ る 。 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ の 短 手 方 向 の 長 さ Ｇ ３ 、 Ｇ ４ は 刃 部 の 厚 さ Ｄ よ り も 僅  
か に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ の 短 手 方 向 の 長 さ Ｇ ３ 、  
Ｇ ４ と ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ の 短 手 方 向 の 長 さ Ｇ １ 、 Ｇ ２ は 同 一 で あ る 。 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４  
８ が 本 発 明 の 一 対 の 第 ２ ガ イ ド 孔 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ガ イ ド 溝 １ ９ と ガ イ ド 孔 ４ ７ は 連 通 し て い な い が 、 同 一 平 面 上 に 位 置 し 、 ガ イ ド 溝 １ ９  
の 長 手 方 向 と ガ イ ド 孔 ４ ７ の 長 手 方 向 は 直 交 す る 。 ま た 、 ガ イ ド 溝 ２ ０ と ガ イ ド 孔 ４ ８ は  
連 通 し て い な い が 、 同 一 平 面 上 に 位 置 し 、 ガ イ ド 溝 ２ ０ の 長 手 方 向 と ガ イ ド 孔 ４ ８ の 長 手  
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方 向 は 直 交 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４ ９ Ｂ は 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ を 内 外 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 貫 通 す る 円 形 の 貫  
通 孔 で あ り 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 大 腿 骨 ２ に 固 定 す る 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る も の で あ る  
。 ピ ン 孔 ４ ９ Ａ と ピ ン 孔 ４ ９ Ｂ は 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ の 長 手 方 向 に お い て 所 定 の 間 隔 Ｍ ６ を  
有 し て 一 対 で 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 間 隔 Ｍ ６ は 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２  
Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ の 間 隔 Ｍ １ 、 Ｍ ２ 、 Ｍ ３ 、 Ｍ ４ 、  
Ｍ ５ と の 関 係 で 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 大 腿 骨 ２ に 確 実 に 固 定 す る こ と が で き れ ば 、 所 望 の  
長 さ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 左 足 の 大 腿 骨 ２ の 骨 切 り 時 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。  
先 ず 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 大 腿 四 頭 筋 腱 、 膝 蓋 腱 、 膝 蓋 骨 等 を 切 開 し 、 大 腿 骨 ２ の 遠 位 部  
２ Ａ を 露 出 さ せ た 状 態 で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 大 腿 骨 ２ の 髄 腔 ２ Ｂ に 髄 内 ロ ッ ド ５ １ を 挿  
入 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 髄 内 ロ ッ ド ５ １ に 外 反 ガ イ ド ５ ２ を 取 り 付 け る 。 外 反 ガ イ ド  
５ ２ は 、 大 腿 骨 ２ の 遠 位 関 節 面 ２ C に 当 接 さ せ る 板 状 の パ ド ル ５ ３ と 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １  
を 外 反 ガ イ ド ５ ２ に 取 り 付 け る 取 付 部 ５ ４ と 、 パ ド ル ５ ３ と 取 付 部 ５ ４ を 連 結 す る 連 結 部  
５ ５ を 有 す る 。 パ ド ル ５ ３ は 、 遠 位 関 節 面 ２ C に 対 す る 内 外 反 角 度 を 調 節 可 能 で あ り 、 パ  
ド ル ５ ３ の 角 度 を 調 節 す る こ と で 骨 切 り 用 ガ イ ド １ の 取 り 付 け 角 度 が 決 定 さ れ る 。 パ ド ル  
５ ３ の 取 り 付 け 角 度 を 調 節 後 、 角 度 固 定 部 ５ ６ に よ り 外 反 ガ イ ド ５ ２ を 固 定 す る 。 取 付 部  
５ ４ は 、 縦 板 部 ５ ７ と 横 板 部 ５ ８ を 有 す る 倒 Ｔ 字 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 取 付 部 ５ ４ に 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 取 り 付 け る 。 こ の と き 、 縦  
板 部 ５ ７ が 縦 溝 部 ２ ９ に 配 置 さ れ 、 横 板 部 ５ ８ が 横 溝 部 ３ １ に 配 置 さ れ る よ う に 、 取 付 部  
５ ４ を 取 付 溝 ２ ６ に ス ラ イ ド さ せ て 挿 入 す る 。 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 ２ 本 体 部 １  
２ を 大 腿 骨 ２ に 接 近 さ せ る こ と に よ り 、 固 定 ピ ン ２ ８ の 固 定 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 電 動 ド リ ル 等 の 穿 孔 治 具 （ 図 示 せ ず ） に 固 定 ピ ン ２ ８ を 取 り 付 け た 状 態 で 、 固 定  
ピ ン ２ ８ を ピ ン 孔 ２ １ Ａ に 挿 入 し 、 穿 孔 治 具 を 駆 動 さ せ 、 固 定 ピ ン ２ ８ に よ り 大 腿 骨 ２ を  
削 り な が ら 大 腿 骨 ２ に 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 し 込 ん で 固 定 す る 。 同 様 に 、 ピ ン 孔 ２ １ Ｂ に も 固  
定 ピ ン ２ ８ を 挿 入 し 、 大 腿 骨 ２ に 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 し 込 で 固 定 す る （ 図 １ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 穿 孔 治 具 に 取 り 付 け た 固 定 ピ ン ２ ８ を ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４ ９ Ｂ に 順 次 挿 入 し 、 穿 孔  
治 具 を 駆 動 さ せ 、 固 定 ピ ン ２ ８ に よ り 大 腿 骨 ２ を 削 り な が ら 大 腿 骨 ２ に 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿  
し 込 で 固 定 す る （ 図 １ ２ 参 照 ） 。 こ の よ う に 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 前 側 と 側 部 側 （ 膝 の  
内 側 ） の 二 方 向 か ら 固 定 ピ ン ２ ８ に よ り 大 腿 骨 ２ に 固 定 さ れ る た め 、 確 実 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 髄 内 ロ ッ ド ５ １ を 髄 腔 ２ Ｂ か ら 引 き 抜 き 、 角 度  
固 定 部 ５ ６ を 取 り 外 す と 共 に 外 反 ガ イ ド ５ ２ を 骨 切 り 用 ガ イ ド １ か ら 取 り 外 す と 骨 切 り 用  
ガ イ ド １ の 設 置 が 完 了 す る 。 こ の 状 態 で 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ４ ７ に  
挿 入 し 、 大 腿 骨 ２ の 遠 位 部 ２ Ａ を 切 断 し 、 遠 位 部 ２ Ａ の 一 部 を 切 除 す る 。 第 １ 本 体 部 １ １  
の ガ イ ド 孔 １ ９ と 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ の ガ イ ド 孔 ４ ７ は 、 同 一 平 面 上 に 位 置 す る た め 、 骨 切  
り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 １ ９ に 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 と 、 刃 部 ３  
Ａ を ガ イ ド 孔 ４ ７ に 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 は 同 一 面 と な る 。 な お 、 第  
１ 本 体 部 １ １ の ガ イ ド 孔 ２ ０ と 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ の ガ イ ド 孔 ４ ８ が 同 一 平 面 上 に 位 置 す る  
。 骨 切 り 終 了 後 、 固 定 ピ ン ２ ８ を 全 て 引 き 抜 き 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 症 例 に よ っ て は 上 述 の 方 法 で 大 腿 骨 ２ の 遠 位 部 ２ Ａ の 一 部 を 切 除 し た 後 、 さ ら に  
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遠 位 部 ２ Ａ の 骨 切 り 量 を 多 く し た い 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 場 合 に は 、 ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４  
９ Ｂ か ら 側 部 側 の 固 定 ピ ン ２ ８ を 引 き 抜 き 、 前 側 の 固 定 ピ ン ２ ８ を 大 腿 骨 ２ に 固 定 し た 状  
態 で 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 前 側 の 固 定 ピ ン ２ ８ か ら 取 り 外 す 。 切 り 足 し た い 量 に 応 じ て 、  
ピ ン 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 又 は ピ ン 孔 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ の 何 れ か を 選 択 し 、 選 択 し た ピ ン 孔 ２ ２  
Ａ 、 ２ ２ Ｂ 又 は ピ ン 孔 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ に 前 側 の 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る こ と で 、 骨 切 り 用  
ガ イ ド １ を 再 度 前 側 の 固 定 ピ ン ２ ８ に 取 り 付 け る 。 切 り 足 し 量 が ２ m m の 場 合 は ピ ン 孔 ２  
２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ を 使 用 し 、 切 り 足 し 量 が ４ m m の 場 合 は ピ ン 孔 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ を 使 用 す る 。  
そ の 後 、 側 部 側 の 固 定 ピ ン ２ ８ を ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４ ９ Ｂ と 挿 入 孔 に 挿 入 す る 。 こ の 状 態 で  
骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ４ ７ に 挿 入 し 、 大 腿 骨 ２ の 遠 位 部 ２ Ａ を 切 り 足 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 右 足 の 大 腿 骨 ２ の 骨 切 り に お い て も 使 用 で き る 左 右 兼 用 の ガ イ ド  
で あ る 。 右 足 の 大 腿 骨 ２ の 骨 切 り に 使 用 す る 場 合 に は 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ が 右 足 の 膝 の 内 側  
に 配 置 さ れ る よ う に 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 大 腿 骨 ２ に 固 定 す る 。 こ の と き 、 外 反 ガ イ ド ５ ２  
は 、 取 付 溝 ２ ７ を 使 用 し て 取 り 付 け る 。 そ し て 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ２ ０ 、  
４ ８ に 挿 入 し 、 大 腿 骨 ２ の 遠 位 部 ２ Ａ を 切 断 す る 。 遠 位 部 ２ Ａ の 切 り 足 し を す る 場 合 に は  
、 ピ ン 孔 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 又 は ピ ン 孔 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 の よ う な 使 用 す る ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４  
Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ の 変 更 は 、 切 り 足 し 時 に 限 ら ず 、 大 腿 骨 ２ の 骨 切 り 前 に 行 う  
こ と も あ る 。 ま た 、 通 常 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ を 使 用 し 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ を 大 腿 骨 ２ の  
内 側 に 接 近 さ せ た 位 置 で 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 大 腿 骨 ２ に 取 り 付 け る 。 そ の た め 、 使 用 す る  
ピ ン 孔 を 変 更 し 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ の 位 置 を 大 腿 骨 ２ の 近 位 方 向 に 移 動 さ せ る 場 合 に 、 骨  
切 り 用 ガ イ ド １ （ 第 ２ 本 体 部 １ ２ ） が 大 腿 骨 ２ に 当 接 し 、 一 方 向 （ 図 ２ の 白 抜 き 矢 印 Ｙ １  
又 は 白 抜 き 矢 印 Ｙ ２ の 方 向 ） に 平 行 移 動 さ せ る こ と が で き な い 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 本  
実 施 形 態 の ピ ン 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ は  
、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ よ り も 他 側 端 部 １ ８ 側 に 形 成 さ れ て お り 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ  
か ら ピ ン 孔 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ に 変 更 す る 場 合 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ が 大 腿 骨 ２  
か ら 僅 か に 離 れ る 方 向 と 前 記 一 方 向 （ 図 ２ の 白 抜 き 矢 印 Ｙ １ の 方 向 ） に 骨 切 り 用 ガ イ ド １  
を 斜 め 方 向 （ 図 ２ の 白 抜 き 矢 印 Ｙ ３ の 方 向 ） に 平 行 移 動 さ せ て 取 り 付 け る こ と が で き る よ  
う に な っ て い る 。 ま た 、 ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ か ら ピ ン 孔 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５  
Ｂ に 変 更 し た 場 合 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ が 大 腿 骨 ２ か ら 僅 か に 離 れ る 方 向 と 前 記 一 方 向 （ 図 ２  
の 白 抜 き 矢 印 Ｙ ２ の 方 向 ） に 骨 切 り 用 ガ イ ド １ を 斜 め 方 向 （ 図 ２ の 白 抜 き 矢 印 Ｙ ４ の 方 向  
） に 平 行 移 動 さ せ て 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ と 、 第 ２ 本 体 部 １ ２  
と 、 を 有 し 、 第 １ 本 体 部 １ １ が 切 断 対 象 で あ る 大 腿 骨 ２ の 前 側 に 配 設 さ れ 、 第 ２ 本 体 部 １  
２ が 大 腿 骨 ２ の 側 部 側 に 配 設 さ れ 、 第 １ 本 体 部 １ １ に ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ が 形 成 さ れ 、 第  
２ 本 体 部 １ ２ に ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ を  
使 用 し て 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を 前 側 か ら 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 前 側 か ら 切 断 す る こ と が で  
き る と 共 に 、 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ を 使 用 し て 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を 側 部 側 （ 膝 の 内 側 ）  
か ら 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 側 部 側 （ 膝 の 内 側 ） か ら 切 断 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 大 腿  
骨 ２ の 内 側 が 骨 硬 化 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ が 大 腿 骨 ２ の 内 側 に 接 近 し  
て い る た め 、 刃 部 ３ Ａ が ブ レ 難 く 、 精 度 良 く 大 腿 骨 ２ の 内 側 部 分 を 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ を 前  
後 方 向 に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ は 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ を 左 右 方  
向 に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ と 第 ２ ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ が 同 一  
平 面 上 に 位 置 す る こ と に よ り 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 １ ９ に 挿 入 し て 大 腿 骨 ２  
を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 と 、 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ４ ７ に 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 切 断 し た 場 合  
の 切 断 面 は 同 一 面 と な る 。 ま た 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ２ ０ に 挿 入 し て 大 腿 骨  
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２ を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 と 、 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ４ ８ に 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 切 断 し た 場  
合 の 切 断 面 は 同 一 面 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ の 長 手 方 向 と ガ イ ド 孔 ４  
７ 、 ４ ８ の 長 手 方 向 が 直 交 す る こ と に よ り 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ９ ０ 度 異 な る 角 度 か  
ら ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ と ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ に 挿 入 し て 大 腿 骨 ２ を 切 断 す る こ と が で き る  
。 そ の た め 、 大 腿 骨 ２ の う ち 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ か ら 離 れ た 位 置 で 切 断 す る 部 分 が 少 な く  
な り 、 切 断 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ は 、 第 １ 本 体 部 １ １ は 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る ピ  
ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５  
Ｂ を 有 し 、 第 ２ 本 体 部 １ ２ は 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４ ９ Ｂ を 有 し 、 ガ イ  
ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ が 平 行 に 形 成 さ れ た 一 対 の ガ イ ド 孔 １ ９ 、 ２ ０ で あ り 、 ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４  
８ が 平 行 に 形 成 さ れ た 一 対 の ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ で あ り 、 第 １ ピ ン 孔 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２  
２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ 、 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ が 一 対 の ガ イ ド 孔 １ ９  
、 ２ ０ の 間 に 形 成 さ れ 、 ピ ン 孔 ４ ９ Ａ 、 ４ ９ Ｂ が 一 対 の ガ イ ド 孔 ４ ７ 、 ４ ８ の 間 に 形 成 さ  
れ て い る こ と に よ り 、 左 右 の 大 腿 骨 ２ の 骨 切 り に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ５ ～ 図 ２ ４ は 、 他 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 図 １ ５ ～ 図 １ ９ に 示 す 本 実 施 形 態 の 骨  
切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 人 間 の 脛 骨 ４ の 近 位 部 ４ Ａ を 切 断 す る 際 に 使 用 す る ガ イ ド で あ り 、  
第 １ 本 体 部 ６ １ と 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ５ 及 び 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 本 体 部 ６ １ は 、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ と 連 結 用 突 起 部  
６ ４ を 一 体 に 有 し て い る 。 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ は 、 前 側 端 部 ６ ５ と 、 後 側 端 部 ６ ６ と 、 上 側  
端 部 ６ ７ と 、 下 側 端 部 ６ ８ と 、 他 側 端 部 ６ ９ と 、 を 有 し て い る 。 前 側 端 部 ６ ５ は 、 後 側 に  
湾 曲 し た 前 側 湾 曲 部 ７ ０ を 有 し 、 後 側 端 部 ６ ６ は 後 側 に 湾 曲 し た 後 側 湾 曲 部 ７ １ を 有 し て  
い る 。 前 側 湾 曲 部 ７ ０ と 後 側 湾 曲 部 ７ １ は 、 他 側 端 部 ６ ９ と 反 対 側 の 端 部 で 連 結 し て お り  
、 こ の 連 結 部 分 で あ る 一 側 端 部 ７ ２ は 、 図 １ ５ に 示 す 平 面 視 に お い て 先 細 り 形 状 を 有 し て  
い る 。 ま た 、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ に は 、 １ つ の ガ イ ド 孔 ７ ３ と 、 ２ つ の ピ ン 孔 ７ ４ Ａ 、 ７ ４  
Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ガ イ ド 孔 ７ ３ は 、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ を 前 後 方 向 に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 こ の ガ  
イ ド 孔 ７ ３ に 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ （ 図 ５ 参 照 ） が 挿 通 さ れ る 。 ガ イ ド 孔 ７ ３ の 短 手 方 向  
の 長 さ Ｇ ５ は 、 刃 部 ３ Ａ の 厚 さ Ｄ よ り も 僅 か に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ガ イ ド 孔  
７ ３ は 、 薄 板 状 の 刃 部 ３ Ａ を 挿 通 し た 場 合 に 僅 か に 遊 び が 生 じ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ガ イ ド 孔 ７ ３ は 、 ピ ン 孔 ７ ４ Ａ 、 ７ ４ Ｂ よ り も 上 側 端 部 ６ ７ 側 に 形 成 さ れ て お り 、 前 側  
ガ イ ド 部 ６ ３ の 長 手 方 向 の 長 さ の 約 ９ ０ ％ 程 度 の 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ピ ン 孔 ７ ４ Ａ 、 ７ ４ Ｂ は 、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ を 前 後 方 向 に 貫 通 す る 円 形 の 貫 通 孔 で あ り  
、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ を 脛 骨 ４ に 固 定 す る 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 連 結 用 突 起 部 ６ ４ は 、 前 側 湾 曲 部 ７ ０ の 下 側 部 分 か ら 前 側 に 突 設 さ れ て い る 。 連 結 用 突  
起 部 ６ ４ は 、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ の 長 手 方 向 と 略 直 角 を 成 す 方 向 に 延 設 さ れ て い る 。 連 結 用  
突 起 部 ６ ４ は 、 前 側 面 部 ７ ５ 、 後 側 面 部 （ 図 示 せ ず ） 、 上 側 面 部 ７ ６ 、 下 側 面 部 ７ ７ 、 内  
側 面 部 ７ ８ 、 外 側 面 部 ７ ９ と 、 を 有 し て い る 。 連 結 用 突 起 部 ６ ４ は 、 図 １ ６ に 示 す 正 面 視  
に お い て 横 長 の 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 厚 さ Ｈ １ は 、 前 側 ガ イ ド 部  
６ ３ の 厚 さ Ｈ ２ の １ ／ ４ 程 度 で あ り 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 下 側 面 部 ７ ７ は 、 前 側 ガ イ ド 部  
６ ３ の 下 側 端 部 ６ ８ と 面 一 と な っ て い る 。 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 先 端 角 部 ８ ０ Ａ 、 ８ ０ Ｂ は  
、 図 １ ５ に 示 す 平 面 視 に 置 い て 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 後 側 面 部 が  
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前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ の 前 側 湾 曲 部 ７ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 連 結 用 突 起 部 ６ ４ は  
、 幅 Ｗ １ が １ ０ ｍ ｍ 、 長 さ Ｌ が 最 も 長 い 部 分 で ２ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ Ｈ １ が ３ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て  
い る が 、 第 １ 本 体 部 ６ １ と 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 確 実 に 着 脱 可 能 で あ れ ば 、 そ の 寸 法 は 変 更 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ７ ～ 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ は 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ と 連 結 用 受 部 ８ ２  
を 一 体 に 有 し て い る 。 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ は 、 上 側 端 部 ８ ３ と 、 下 側 端 部 ８ ４ と 、 一 側 端 部  
８ ５ と 、 他 側 端 部 ８ ６ と 、 後 側 端 部 ８ ７ と 、 を 有 し て い る 。 一 側 端 部 ８ ５ の 前 側 部 分 （ 連  
結 用 受 部 ８ ２ 側 部 分 ） に は 、 湾 曲 し た 一 側 湾 曲 部 ８ ８ が 形 成 さ れ 、 他 側 端 部 ８ ６ の 前 側 部  
分 （ 連 結 用 受 部 ８ ２ 側 部 分 ） に は 、 湾 曲 し た 他 側 湾 曲 部 ８ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ ８ に  
示 す よ う に 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ は 、 他 側 端 部 ８ ６ 側 よ り も 一 側 端 部 ８ ５ 側 が 薄 く な る よ う  
に 下 側 端 部 ８ ４ が 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ に は 、 １ つ の ガ イ ド 孔 ９ ０ と 、 １ つ の ピ ン 孔 ９ １ が 形 成 さ れ て い る 。  
ガ イ ド 孔 ９ ０ は 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ を 内 外 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ  
り 、 こ の ガ イ ド 孔 ９ ０ に 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ （ 図 ５ 参 照 ） が 挿 通 さ れ る 。 ガ イ ド 孔 ９ ０  
の 短 手 方 向 の 長 さ Ｇ ６ は 、 刃 部 ３ Ａ の 厚 さ Ｄ よ り も 僅 か に 長 く 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち  
、 ガ イ ド 孔 ９ ０ は 、 薄 板 状 の 刃 部 ３ Ａ を 挿 通 し た 場 合 に 僅 か に 遊 び が 生 じ る よ う に 形 成 さ  
れ て い る 。 ガ イ ド 孔 ９ ０ は 、 ピ ン 孔 ９ １ よ り も 上 側 端 部 ８ ３ 側 に 形 成 さ れ て お り 、 内 側 ガ  
イ ド 部 ８ １ の 長 手 方 向 の 長 さ の 約 ９ ０ ％ 程 度 の 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ガ イ ド 溝 ７ ３ と ガ イ ド 孔 ９ ０ は 連 通 し て い な い が 、 同 一 平 面 上 に 位 置 し 、 ガ イ ド 溝 ７ ３  
の 長 手 方 向 と ガ イ ド 孔 ９ ０ の 長 手 方 向 は 直 交 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ピ ン 孔 ９ １ は 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ の 先 端 部 ８ １ Ａ に 形 成 さ れ 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ を 内 外  
方 向 （ 左 右 方 向 ） に 貫 通 す る 円 形 の 貫 通 孔 で あ り 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 脛 骨 ４ に 固 定 す る 固  
定 ピ ン ２ ８ を 挿 通 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 連 結 用 受 部 ８ ２ は 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ の 下 側 部 分 に 配 設 さ れ 、 上 側 面 部 ９ ２ と 、 下 側 面 部  
９ ３ と 、 内 側 面 部 ９ ４ と 、 外 側 面 部 ９ ５ と 、 前 側 面 部 ９ ６ と 、 後 側 面 部 ９ ７ と 、 を 有 し て  
い る 。 ま た 、 連 結 用 受 部 ８ ２ に は 、 連 結 用 受 部 ８ ２ を 前 後 方 向 に 貫 通 す る 矩 形 状 の 貫 通 孔  
で あ る 連 結 挿 入 孔 ９ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 後 側 端 部 ９ ７ は 、 図 １ ７ に 示 す 平 面 視 に お い て  
湾 曲 し て 形 成 さ れ 、 他 側 端 部 ９ ５ 側 よ り も 一 側 端 部 ９ ４ 側 が 前 後 方 向 に 長 く 形 成 さ れ て い  
る 。 ま た 、 連 結 用 受 部 ８ ２ と 連 結 挿 入 孔 ９ ８ は 、 図 １ ８ に 示 す 正 面 視 に お い て 横 長 の 矩 形  
状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 連 結 挿 入 孔 ９ ８ は 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 外 形 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 連 結 用 突 起  
部 ６ ４ を 連 結 挿 入 孔 ９ ８ に 挿 入 し た 際 に 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ が 連 結 挿 入 孔 ９ ８ 内 で 左 右 方  
向 に は 移 動 可 能 と な っ て い る が 、 上 下 方 向 は ガ タ つ か な い よ う に 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 上  
側 面 部 ７ ６ と 下 側 面 部 ７ ７ が 連 結 挿 入 孔 ９ ８ の 内 面 に 当 接 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 連 結 挿  
入 孔 ９ ８ の 左 右 方 向 の 長 さ Ｗ ２ は 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ の 左 右 方 向 の 幅 Ｗ １ の １ ． ５ 倍 程 度  
の 長 さ （ 約 １ ５ ｍ ｍ ） に 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 寸 法 は 、 約 １ ５ ｍ ｍ に 限 ら ず 、 連 結 用 突  
起 部 ６ ４ の 幅 Ｗ １ と の 関 係 で 適 宜 決 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 連 結 用 受 部 ８ ２ の 厚 さ Ｈ ３ は 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ の 最 も 厚 い 部 分 の 厚 さ Ｈ ４ の １ ／ ３ 程  
度 で あ り 、 連 結 用 受 部 ８ ２ の 下 側 面 部 ９ ３ は 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ の 下 側 端 部 ８ ４ に 連 続 し  
て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 右 足 の 脛 骨 ４ の 骨 切 り 時 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。  
先 ず 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 大 腿 四 頭 筋 腱 、 膝 蓋 腱 、 膝 蓋 骨 等 を 切 開 し 、 脛 骨 ４ の 近 位 部  
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４ Ａ を 露 出 さ せ た 状 態 で 、 図 示 し な い 調 節 具 を 使 用 し 、 第 １ 本 体 部 ６ １ の 取 り 付 け 位 置 を  
決 定 す る 。 こ の 調 節 具 は 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る も の を 使 用 す る こ と が で き 、 図 示 し な  
い が 、 第 １ 本 体 部 ６ １ は 調 節 具 に 取 り 付 け 可 能 な 機 構 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 取 り 付 け 位 置 に 第 １ 本 体 部 ６ １ を 配 置 し 、 穿 孔 治 具 に 取 り  
付 け た 固 定 ピ ン ２ ８ を ピ ン 孔 ７ ４ Ａ 、 ７ ４ Ｂ に 順 次 挿 入 し 、 穿 孔 治 具 を 駆 動 さ せ 、 固 定 ピ  
ン ２ ８ に よ り 脛 骨 ４ を 削 り な が ら 脛 骨 ４ に 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 し 込 で 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 白 抜 き 矢 印 Ｙ ５ の 方 向 に 移 動 さ せ て 連 結  
挿 入 孔 ９ ８ に 連 結 用 突 起 部 ６ ４ を 挿 入 し 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 第 １ 本 体 部 ６ １ に 取 り 付 け る  
。 こ の と き 、 内 側 ガ イ ド 部 ８ １ の 後 側 端 部 ８ ７ で 、 脛 骨 ４ の 内 側 の 軟 部 組 織 （ 図 示 せ ず ）  
を 押 し よ け る こ と が で き る 。 連 結 用 突 起 部 ６ ４ は 、 前 側 ガ イ ド 部 ６ ３ の 前 側 湾 曲 部 ７ ０ と  
連 結 用 受 部 ８ ２ の 後 側 面 部 ９ ７ が 当 接 す る よ う に 、 連 結 挿 入 孔 ９ ８ に 完 全 に 挿 入 す る こ と  
が 好 ま し い が 、 後 側 端 部 ８ ７ が 軟 部 組 織 等 に 干 渉 し 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ が 連 結 挿 入 孔 ９ ８  
に 完 全 に 挿 入 で き な い 場 合 に は 、 途 中 で 止 め て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 白 抜 き 矢 印 Ｙ ６ の 方 向 に 移 動 さ せ て 第 ２  
本 体 部 ６ ２ の 内 外 方 向 （ 左 右 方 向 ） の 位 置 を 調 節 し 、 穿 孔 治 具 に 取 り 付 け た 固 定 ピ ン ２ ８  
を ピ ン 孔 ９ １ に 挿 入 し 、 穿 孔 治 具 を 駆 動 さ せ 、 固 定 ピ ン ２ ８ に よ り 脛 骨 ４ を 削 り な が ら 脛  
骨 ４ に 固 定 ピ ン ２ ８ を 挿 し 込 で 固 定 す る 。 こ の よ う に 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 前 側 と 側  
部 側 （ 膝 の 内 側 ） の 二 方 向 か ら 固 定 ピ ン ２ ８ に よ り 脛 骨 ４ に 固 定 さ れ る た め 、 確 実 に 固 定  
さ れ る 。 こ れ で 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ の 設 置 が 完 了 す る 。 な お 、 固 定 ピ ン ２ ８ は 、 第 ２ 本  
体 部 ６ ２ を 固 定 す る と 共 に 、 脛 骨 ４ の 内 側 の 軟 部 組 織 に 対 す る リ ト ラ ク タ ー と し て 機 能 さ  
せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 状 態 で 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ７ ３ 、 ９ ０ に 挿 入 し 、 脛 骨 ４ の 近 位 部 ４  
Ａ を 切 断 し 、 金 位 部 ４ Ａ の 一 部 を 切 除 す る 。 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ９  
０ に 挿 入 す る こ と で 、 脛 骨 ４ の 前 外 側 に 存 在 す る 軟 部 組 織 （ 図 示 せ ず ） 側 に 刃 部 ３ Ａ の 先  
端 を 向 け て 骨 切 り を 行 う こ と が で き る 。 そ の た め 、 軟 部 組 織 を 損 傷 さ せ る こ と な く 軟 部 組  
織 に 接 近 し た 位 置 ま で 骨 切 り を 行 う こ と が で き る 。 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ を 設 置 し た 状 態 で  
は 、 第 １ 本 体 部 ６ １ の ガ イ ド 孔 ７ ３ と 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ の ガ イ ド 孔 ９ ０ が 同 一 平 面 上 に 位  
置 す る 。 そ の た め 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ７ ３ に 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 切 断 し た 場  
合 の 切 断 面 と 、 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ９ ０ に 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 が 同 一  
面 と な る 。 骨 切 り 終 了 後 、 固 定 ピ ン ２ ８ を 全 て 引 き 抜 き 、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ が 第 １ 本 体 部 ６ １ の 下 側 部 分 に  
設 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 図 ５ に 示 す 骨 切 り 具 ３ を 使 用 し 、 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ７ ３ に  
挿 入 し て 骨 切 り を 行 う 場 合 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 保 持 部 ３ Ｂ が 第 ２ 本 体 部 ６ ２ に 当 た っ て し ま  
う こ と が あ る 。 そ の 場 合 、 骨 切 り 具 ３ を 上 下 反 転 さ せ て 使 用 す る こ と で 、 刃 保 持 部 ３ Ｂ よ  
り も 高 さ が 低 い 刃 取 付 部 ３ Ｃ が 下 側 と な り 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ に 当 た り 難 く な る 。 な お 、 大  
腿 骨 ２ 及 び 脛 骨 ４ は 、 図 ５ に 示 す よ う な 骨 切 り 具 ３ に 限 ら ず 、 他 の 骨 切 り 具 を 使 用 し て 切  
断 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 第 １ 本 体 部 ６ １ と 、 第 ２ 本 体 部 ６  
２ と 、 を 有 し 、 第 １ 本 体 部 ６ １ が 切 断 対 象 で あ る 脛 骨 ４ の 前 側 に 配 設 さ れ 、 第 ２ 本 体 部 ６  
２ が 脛 骨 の 側 部 側 に 配 設 さ れ 、 第 １ 本 体 部 ６ １ に ガ イ ド 孔 ７ ３ が 形 成 さ れ 、 第 ２ 本 体 部 ６  
２ に ガ イ ド 孔 ９ ０ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 ガ イ ド 孔 ７ ３ を 使 用 し て 骨 切 り 具 ３ の 刃  
部 ３ Ａ を 前 側 か ら 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 前 側 か ら 切 断 す る こ と が で き る と 共 に 、 ガ イ ド 孔 ９ ０  
を 使 用 し て 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を 側 部 側 （ 膝 の 内 側 ） か ら 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 側 部 側 （ 膝  
の 内 側 ） か ら 切 断 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 脛 骨 ４ の 内 側 が 硬 化 し て い る 場 合 で あ っ  
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て も 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ が 脛 骨 ４ の 内 側 に 接 近 し て い る た め 、 刃 部 ３ Ａ が ブ レ 難 く 、 精 度 良  
く 脛 骨 ４ の 内 側 部 分 を 切 断 す る こ と が で き る 。 ま た 、 脛 骨 ４ の 前 側 か ら 外 側 に 存 在 す る 膝  
蓋 腱 等 の 軟 部 組 織 に 刃 部 ３ Ａ の 先 端 を 向 け る こ と が で き る た め 、 軟 部 組 織 を 損 傷 さ せ る こ  
と な く 骨 切 り を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 ガ イ ド 孔 ７ ３ が 、 第 １ 本 体 部 ６ １ を 前 後 方  
向 に 貫 通 す る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 ガ イ ド 孔 ９ ０ が 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ を 左 右 方 向 に 貫 通 す  
る 細 長 い 貫 通 孔 で あ り 、 ガ イ ド 孔 ７ ３ と ガ イ ド 孔 ９ ０ が 同 一 平 面 上 に 位 置 す る こ と に よ り  
、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ７ ３ に 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 と 、 刃  
部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ９ ０ に 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 切 断 し た 場 合 の 切 断 面 は 同 一 面 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 ガ イ ド 孔 ７ ３ の 長 手 方 向 と ガ イ ド 孔 ９ ０ の  
長 手 方 向 が 直 交 す る こ と に よ り 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ９ ０ 度 異 な る 角 度 か ら ガ イ ド 孔  
７ ３ と ガ イ ド 孔 ９ ０ に 挿 入 し て 脛 骨 ４ を 切 断 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 脛 骨 ４ の う ち  
、 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ か ら 離 れ た 位 置 で 切 断 す る 部 分 が 少 な く な り 、 切 断 精 度 を 向 上 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 第 １ 本 体 部 ６ １ が 連 結 用 突 起 部 ６ ４ を 有 し  
、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ が 連 結 用 受 部 ８ ２ を 有 し 、 連 結 用 受 部 ８ ２ に は 、 連 結 挿 入 孔 ９ ８ が 形 成  
さ れ 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ を 連 結 挿 入 孔 ９ ８ に 挿 脱 す る こ と で 第 １ 本 体 部 ６ １ と 第 ２ 本 体 部  
６ ２ を 着 脱 可 能 で あ り 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ を 連 結 挿 入 孔 ９ ８ に 挿 入 し た 状 態 で 、 連 結 用 突  
起 部 ６ ４ が 連 結 挿 入 孔 ９ ８ 内 で 上 下 方 向 に 移 動 せ ず 、 左 右 方 向 に 移 動 可 能 で あ る こ と に よ  
り 、 第 １ 本 体 部 ６ １ を 脛 骨 ４ の 前 側 に 固 定 し た 後 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ の 位 置 を 左 右 方 向 に 調  
節 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 大 き さ に 個 人 差 が あ る 脛 骨 ４ で あ っ て も 、 脛 骨 ４ の 大 き  
さ に 適 応 さ せ た 位 置 決 め が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ の 先 端 部 ８ １ Ａ に 固 定 ピ ン  
２ ８ を 挿 通 す る ピ ン 孔 ９ １ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 第 ２ 本 体 部 ６ ２ の 先 端 部 ８ １ Ａ  
で 軟 部 組 織 を 押 し よ け 、 ピ ン 孔 ９ １ に 挿 入 し た 固 定 ピ ン ２ ８ を 軟 部 組 織 に 対 す る リ ト ラ ク  
タ ー と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 骨 切 り 用 ガ イ ド １ Ａ は 、 連 結 用 突 起 部 ６ ４ が 第 １ 本 体 部 ６ １ の 下 側  
部 分 に 配 設 さ れ 、 連 結 用 受 部 ８ ２ が 第 ２ 本 体 部 ６ ２ の 下 側 部 分 に 配 設 さ れ て い る こ と に よ  
り 、 骨 切 り 具 ３ の 刃 部 ３ Ａ を ガ イ ド 孔 ７ ３ に 挿 入 し て 骨 切 り を 行 う 際 に 、 骨 切 り 具 ３ の 刃  
保 持 部 ３ Ｂ や 刃 取 付 部 ３ Ｃ が 第 ２ 本 体 部 ６ ２ に 接 触 し 難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々  
の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る も の で あ れ ば 、 例 え ば 、  
骨 切 り 用 ガ イ ド を 把 持 し 易 い 形 状 に し た り 、 角 部 に 面 取 り を 施 す 等 、 機 能 を 損 な わ な い 外  
形 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
  １ Ａ   骨 切 り 用 ガ イ ド
  ４   脛 骨 （ 骨 ）
  ２ ８   固 定 ピ ン
  ６ １   第 １ 本 体 部
　 ６ ２   第 ２ 本 体 部
　 ６ ４   連 結 用 突 起 部
  ７ ３   ガ イ ド 孔 （ 第 １ ガ イ ド 孔 ）
　 ８ １ Ａ   先 端 部
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　 ８ ２   連 結 用 受 部
  ９ ０   ガ イ ド 孔 （ 第 ２ ガ イ ド 孔 ）
　 ９ １   ピ ン 孔
　 ９ ８   連 結 挿 入 孔
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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